
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校教育目標やめざす姿を達成するために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

自分に自信をもち、夢や希望に向かって、挑戦する子どもを育てる 

～笑顔 あふれる 西総合～   

～チャレンジしよう～ 

子ども像 

・自分や友達の 

できること、 

すきなこと、得意なことを

見つける子ども 

・「こうなりたい」「やって 

みたい」と夢や希望をもつ

子ども 

・友達や教職員と一緒に 

いろいろなことに挑戦する

子ども 

教職員像 

・子どもたちの気持ちに寄

り添い一人一人を大切に

する人 

・子どもたちの挑戦を見守

り、励まし支援する人 

・チームで語り合い、支え合

って仕事をする人 

学校像 

・子どもたちが楽しく学ぶ 

 笑顔あふれる学校 

・子どもや教職員が Well-

Being を実感できる学校 

・保護者や地域から信頼さ

れる学校 

研究推進 

●授業研究 

・子どもも大人も一人一人の「でき

る」のつながり、ひろがり 

・１２年間の学びのつながり 

・教職員同士のコミュニケーション 

●学びの地図 

・小・中・高の学びのつながり

と視える化 

・全教職員で共有と活用 

・保護者、地域への発信 

 

 地域とともに 

・学校運営協議会との協働 

・地域と連携した持続可能な

学習 

保護者とともに 

・保護者に寄り添った相談支援 

・卒業後の生活に向けてとも

に学ぶ 

信頼される学校づくり 

・丁寧な相談・支援 

・総合育成支援教育の拠点 

・未来へつなぐ環境設定 

風土づくり・組織づくり 

●思いやりのある温かな 

学校づくり 

・安心して自分の良さを生か

して働く環境 

・互いにフォローしあう関係 

●多様な働き方に応じた 

       組織づくり 

・業務量や偏りの改善 

・ライフステージに応じた持続

可能なシステムの構築 

 

専門性向上 

●キャリアアップ 

・授業力・実践力の向上 

・支援の引出しを増やし、自信

をもつために 

・特別非常勤講師・外部専門家と

の連携 

●学びたいことが学べる環境 

・ニーズやキャリアステージ

に応じた研修内容 

・研修方法の工夫や時間確保 

西総合支援学校が大切にしてきた教育理念 

〇 児童生徒は、できる状況や手立てがあれば「できる」存在である 

〇 児童生徒を、地域に生きる一人の生活者として捉える 

・子ども自身の志向を育み尊重する 

・発達の道筋に沿い、生活年齢を大切にする 

・「個別の包括支援プラン」による子どもの「生きる力」と保護者への支援 

・実際に生きる地域で学習を展開する 

西総合支援学校が長期にわたってめざすもの 

〇 子どもも保護者も教職員も「明日も行きたくなる学校」に 

〇 Well-Being（身体的・精神的・社会的に満たされた状態）の実現を 

〇 不易の中から新しい価値を創造し、発信し続ける学校へ 

〇 地域の総合育成支援教育の中核となる「育支援センター」へ 

〇 双方向の援助による新たな地域の創造を 

人権教育の充実 

・多様性を尊重し、他者をリスペクトする心を

育てる取組 

・自分や友達を大切にする取組 

保健・安全・防災教育の充実 

・子どもたちの主体的な行動の育成 

・災害や事故、感染症等への対策 

ＧＩＧＡスクール構想推進の取組 

小学部教育目標 

好きなことを見つけて、自分から進んで活動する子どもを育てる 

・いっぱい身体を動かす子ども 

・自分の好きなことを見つける子ども 

・できることを活かし、役割に取り組む子ども 

・自分の思いを自分なりの方法で伝える子ども 

中学部教育目標 

夢や楽しみを見つけ、笑顔でかかわりを拡げ、思い切ってチャレンジする子どもを育てる 

・健康で丈夫な心と体を持つ子ども 

・笑顔を大切に、ひと・こと・ものとのかかわりを拡げる子ども 

・友達や支援者と一緒に取り組む中で、自分の気持ちを発信し、相手の気持ちをわかろうとする子ども 

・地域や家庭生活の中で、自分の夢や楽しみを見つけ、「できる」自分を信じてチャレンジする子ども 

・自分の思いを自分なりの方法で伝える子ども 

高等部教育目標 

なりたい自分の実現に向けて、自ら学び、自信を持って行動する子どもを育てる 

・社会の一員として活躍するための心と身体の健康づくりに努める 

・学んだことを活かし、生活の質の向上を目指して、主体的に行動する 

・夢の実現に向けて、継続的にキャリアアップしようとする 

・「できる」ことを通して、社会の一員として自ら役割を担い、自信を持って行動する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２年間の学びのつながりを可視化するため、小学部、中学部、高等部の学習活動を各教
科・領域等のカテゴリにわけて「１２年間の学びの地図」にまとめました。各学部・学
年・学習目標に応じた学習項目を参照し、学部間の系統性のある学習活動の展開を目指し
ています。 

 

 

友達を誘って 
一緒に遊ぼう 

交通ルールについての 

ポスターを作ったよ 

  

授業パッケージ例 

カレーの材料を考えて 
スーパーに値段を調べ

に行こう 

友達といっしょにとん
とん相撲を作って対決

しよう 

食に関しての学習を

家庭生活に活かそう 
制作活動を通して自分の
思いや考えを伝え合おう 

京都市の地域性総合支援学校では、「個別の包括支援プラン」に基づいて一人一人の長期目標や短期目標に沿
った学習内容が設定されることから、教育課程を「カリキュラム」という用語を用いて表します。 

西総合支援学校では小・中・高１２年間の系統性のある学習内容の編成を目指しています。 

小学 中学 高等 卒
業
後
の

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

高等部 中学部 小学部 
学習指導要領 

各教科等 
の目標・ 
学習内容 
  
自立活動 
の視点 

各教科・ 
領域等 
を 
合わせた 
指導 

基礎学習 

基本学習 

生活学習 クラススタディ 

 

ライフスタディ 

 

ワークスタディ 

 

働くことの学習 

 

特別活動 

 

総合的な学習（探求）の時間 

 

卒
業
後
の
生
活 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

全
校
で 

小
学
部 

中
学
部 

高
等
部 

桂
坂
ク
リ
ー
ン
デ
ー 

地
域
作
品
展 

サ
ン
サ
右
京 

桂
駅 

桂
坂
ク
リ
ー
ン
デ
ー 

花
と
緑
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

スポーツフェス 

 

フェスティバル 

交通安 

全教室 

冬のお 

話し会 

人形劇（ひなたぼっこ） 

 

オカリナ（アプリコット） 朗読（こもれび） 

 

ワーク製品販売納品・ワーク体験・子ども食堂 

地域貢献（清掃活動、児童館・保育園・社会福祉協議会とのつながり 

 

入
学
式 

参
観
日 

学
運
協
① 

休
日
参
観 

学
運
協
② 

参
観
日 

学
運
協
③ 

卒
業
式 

藍染体験 
華道 

ダンス 音楽 

米寿の 

お祝い 

古墳の 

森探訪 

桂坂オータム 
フェスタ 

（和太鼓・販売） 


